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島田フューチャーセンターの島商生の皆さん

島田フューチャーセンターとは
島田市の地域課題について話し合う場を企画・運
営する島田商業高校が主催する団体。
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◆ サミット参加高校 ◆
静岡県　島田商業高等学校
茨城県　石岡商業高等学校
茨城県　竜ヶ崎第二高等学校
茨城県　坂東市高校生活性化倶楽部
長野県　飯山高等学校
福井県　鯖江市役所JK課
福井県　丹南高等学校
愛知県　豊橋市役所JK広報室
宮崎県　都城商業高等学校

　
島
田
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
が
ホ
ス
ト
と

な
っ
て
、
８
月
25
日
か
ら
３
日
間
、
第
２
回
全

国
高
校
生
サ
ミ
ッ
ト
in
し
ま
だ『
ま
ち
づ
く
り
×

Ｉ
Ｃ
Ｔ
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、地
域
の
将
来
を
担
う
高
校

生
が
、
地
域
の
魅
力
を
自
分
た
ち
で
再
確
認
し
、

全
国
に
発
信
す
る
取
り
組
み
で
す
。
今
回
、柔
軟

な
発
想
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
で
地
域
の
未
来
を
考

え
る
高
校
生
の
皆
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

《
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
し
て
ど
う
で
し
た
か
。》

・
今
回
参
加
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
得
た
も
の

で
自
分
の
市
を
良
く
し
て
い
き
た
い
で
す
。

・
初
め
て
会
っ
た
メ
ン
バ
ー
と
仲
良
く
な
れ
て
う

れ
し
く
名
残
惜
し
い
で
す
。

・
自
分
の
地
域
に
帰
っ
て
地
域
活
性
化
が
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
し
た
。

・
今
回
勉
強
し
た
こ
と
が
生
か
さ
れ
れ
ば
い
い
な

と
思
い
ま
し
た
。

・
参
加
し
た
み
ん
な
と
い
ろ
い
ろ
な
話
が
で
き
、
自

身
の
た
め
に
な
り
ま
し
た
。

・
三
日
間
充
実
し
て
い
て
、
ま
さ
か
最
優
秀
賞
を

取
れ
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

《
島
田
市
内
を
見
て
歩
い
た
感
想
は
？
》

・
島
田
に
い
な
が
ら
島
田
の
こ
と
を
よ
く
知
ら
な

く
て
、
ど
こ
に
行
け
ば
楽
し
い
の
か
解
ら
な
い

状
態
で
し
た
。
金
谷
に
行
き
ト
ー
マ
ス
を
見
て

島
田
の
魅
力
を
再
発
見
！

情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
を
用
い
て
全
国
に
発
信
し
ま
す

市議会

島田フューチャー
センター
と

特 集
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感
動
し
、
身
近
に
い
い
も
の
が
あ
る
こ
と
を
再

確
認
で
き
ま
し
た
。

・
今
回
の
参
加
で
、
島
田
に
住
み
た
く
な
り
ま
し
た
。

・
初
め
て
来
た
場
所
で
し
た
が
、
き
れ
い
な
街
並

み
や
自
然
が
い
っ
ぱ
い
で
楽
し
か
っ
た
で
す
。

・
初
め
て
来
た
場
所
で
し
た
が
、
み
ん
な
優
し
く

接
し
て
く
れ
て
、
島
田
の
魅
力
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
参
加
で
き
れ
ば

と
思
い
ま
し
た
。

　
短
い
時
間
の
中
で
、
参
加
し
た
高
校
生
が
島
田

の
い
い
と
こ
ろ
を
発
見
し
、
15
秒
の
画
像
に
作

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
間
に
、
仲

間
づ
く
り
や
自
分
た
ち
が
作
っ
た
15
秒
の
P
R

動
画
を
外
に
向
か
っ
て
情
報
発
信
す
る
技
術
も

習
得
で
き
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て

学
ん
だ
こ
と
を
各
高
校
に
お
い
て
も
情
報
発
信

し
て
い
た
だ
き
、
今
後
も
地
域
社
会
に
参
画
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
作
成
し
た
島
田
市

の
Ｐ
Ｒ
動
画
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
か
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か

ら
高
校
生
の
作
品

が
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

URL  https://jimoful.com/event/detail/5
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９
月
１
日
（
金
）
本
会
議
初
日　
13
議
案
上
程

議
会
閉
会
中
に
お
け
る
常
任
委
員
会
の
審
査・調
査
報
告
が
総
務
生
活・

厚
生
教
育
・
経
済
建
設
の
委
員
長
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
市
営

土
地
改
良
事
業
の
条
例
の
一
部
改
正
の
専
決
処
分
報
告
１
件
、
一
般
会

計
決
算
な
ど
認
定
11
件
、
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
13
件
が
上
程
さ
れ
、

１
人
の
議
員
が
諸
般
の
報
告
に
対
す
る
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

９
月
11
日
（
月
）
～
13
日
（
水
）
一
般
質
問　
議
員
18
人
が
登
壇

18
人
の
議
員
が
、
一
問
一
答
に
よ
る
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
11
〜
20
ペ
ー
ジ
）

９
月
14
日
（
木
）
議
案
質
疑　
議
員
５
人
が
登
壇

５
人
の
議
員
が
、
議
案
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

 

（
５
〜
７
ペ
ー
ジ
）

Ｐ
ｉ
ｃ
ｋ 

Ｕ
ｐ 

と
「
こ
こ
に
注
目
！
」
へ

９
月
15
日
（
金
）
～
20
日
（
水
）
常
任
委
員
会
の
議
案
審
査

厚
生
教
育・経
済
建
設・総
務
生
活
の
各
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
１
日
ず
つ
分
散
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
議
案
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

各
常
任
委
員
会
で
は
本
会
議
に
上
程
さ
れ
た
11
件
の
決
算
認
定
、
13
件

の
議
案
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

（
８
〜
10
ペ
ー
ジ
）

９
月
29
日
（
金
）
本
会
議
最
終
日　
追
加
議
案
上
程　
31
議
案
可
決

３
常
任
委
員
会
で
の
審
査
内
容
と
結
果
に
つ
い
て
各
委
員
長
が
報
告
し

ま
し
た
。

延
べ
４
人
の
議
員
が
賛
成
・
反
対
の
討
論
を
行
い
ま
し
た
。
採
決
の
結
果
、

25
議
案
は
全
員
賛
成
、
２
議
案
は
賛
成
多
数
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
認
定・可

決
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
専
決
処
分
に
よ
る
報
告
３
件
、一
般
議
案
１
件
、
諮
問
２
件
の
計
６

件
が
上
程
さ
れ
、
委
員
会
で
の
審
査
は
省
略
し
て
採
決
し
、
可
決
・
適
当

と
さ
れ
ま
し
た
。 

 （
21
ペ
ー
ジ
）

さ
ら
に
意
見
書
１
件
を
採
択
し
、
国
会
な
ど
に
送
付
し
ま
し
た
。

（
20
ペ
ー
ジ
）

定例会
の

概要

平
成
28
年
度
一
般
会
計
決
算
の
認
定
お
よ
び

平
成
29
年
度
補
正
予
算
可
決

平
成
29
年
第
３
回
定
例
会
が
、
９
月
１
日
（
金
）
か
ら
29
日
（
金
）
ま
で
、
29
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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〈
認
定
第
１
号　
平
成
28
年
度
島
田
市
一
般
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
〉

〈
認
定
第
１
号　
平
成
28
年
度
島
田
市
一
般
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
〉

〈
議
案
第
77
号　
島
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）〉

〈
認
定
第
７
号　
平
成
28
年
度
島
田
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
〉

Q 

民
営
化
に
係
る
詳
細
協
議
が
７
回
行
わ
れ
て
い
る
が
、
保
護
者
の
疑
問
や
不
安

に
ど
う
対
応
し
た
か
。

A 

当
面
は
公
立
の
か
わ
ね
保
育
園
の
保
育
方
法
や
行
事
を
引
き
継
ぐ
こ
と
を
基
本

と
し
た
。

Q 

詳
細
協
議
の
中
で
、
一
番
問
題
に
な
っ
た
こ
と
は
何
か
。

A 

保
育
士
や
職
員
が
ど
の
く
ら
い
残
っ
て
く
れ
る
か
を
一
番
心
配
し
て
い
た
。

Q 

ボ
ク
シ
ン
グ
競
技
の
事
前
合
宿
開
催
に
向
け
た
協
議
の
経
過
は
。

A 

モ
ン
ゴ
ル
国
ボ
ク
シ
ン
グ
協
会
と
協
議
を
行
い
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
ま
で
毎
年
１
回
島
田
市
で
合
宿
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
た
。

Q 

他
の
国
と
の
合
宿
誘
致
交
渉
は
進
ん
で
い
る
か
。

A 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
卓
球
チ
ー
ム
に
つ
い
て
条
件
面
の
協
議
を
し
て
い
る
。

Q 

会
場
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

A 
モ
ン
ゴ
ル
国
の
ボ
ク
シ
ン
グ
チ
ー
ム
に
つ
い
て
は
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
を
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
卓
球
チ
ー
ム
に
つ
い
て
は
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
考
え
て
い
る
。

Q 

介
護
保
険
の
保
険
給
付
費
が
減
少
し
て
い
る
理
由
は
何
か
。

A 

要
支
援
認
定
が
必
要
で
あ
っ
た
介
護
予
防
訪
問
介
護
と
通
所
介
護
が
、
認
定
の

必
要
で
な
い
総
合
事
業
訪
問
介
護
と
通
所
介
護
に
移
行
し
た
。

　
　
そ
の
た
め
、
介
護
予
防
を
目
的
と
す
る
訪
問
介
護
と
通
所
介
護
が
必
要
な
人
は

認
定
を
受
け
る
必
要
が
な
く
な
り
要
支
援
、
要
介
護
認
定
者
数
は
大
幅
に
減
少

し
た
。

Q 

自
主
財
源
は
幾
ら
使
っ
た
か
？

A 

約
１
９
７
０
万
円
で
、
全
額
国
の
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
を
充
当
し
た
。

Q 

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
事
業
や
コ
ン
セ
プ
ト
ブ
ッ
ク
の
配
布
、
テ
ス
ト
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
事
業
の
成
果
は
。

A 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
紹
介
し
、
テ
レ
ビ
Ｃ

Ｍ
の
放
映
や
映
画
館
Ｃ
Ｍ
を
上
映
し
て
島
田
市
の
情
報
発
信
を
し
て
い
る
。
メ

デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
で
島
田
市
緑
茶
化
計
画
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
成
果
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

Q 

島
田
市
緑
茶
化
計
画
は
何
を
も
っ
て
成
果
と
す
る
か
？

A 

島
田
市
の
魅
力
度
、
認
知
度
の
向
上
で
あ
る
と
考
え
る
。

か
わ
ね
保
育
園
の

民
営
化
に
係
る
協
議
状
況
は
？

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

合
宿
誘
致
は
進
ん
で
い
る
か
？

介
護
保
険
給
付
費
が

減
っ
た
理
由
は
？

島
田
市
緑
茶
化
計
画

推
進
事
業
の
成
果
は
何
か
？

Pick
up 2 Pick

up 1

Pick
up

Pick
up4 3
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これに注目!!

皆さんの税金はこのように使われました。
平成28年度　島田市　各会計決算を認定

一般会計歳出額（使ったお金）

歳出額（公営企業会計を除く）

352億9,824万円

567億8,710万円

島田市（一般会計）は、市債（借金）残高が減り、
基金（貯金）が増えています。

　前年度の「税金の使い道（決算）」に関して、９月定例会にお
いて市長は市監査委員と市議会のチェック（審査）を受けなけ
ればなりません。
　平成28年度の島田市決算が市長から示されたので、９月15日、
19日、20日の３日間に開催された３つの常任委員会で決算の審
査を行い、「認定すべき」と決しました。（Ｐ６．７）さらに、29
日の本会議最終日において決算を認定しました。
　その一部を紹介します。

平成28年度　島田市の各会計決算（公営企業会計を除く）

歳入（市の収入） 歳出（市の支出）

一般会計 372億 532万円 352億9,824万円

特別会計

国民健康保険事業 115億5,990万円 113億1,767万円

簡易水道事業 1億7,860万円 1億7,069万円

土地取得事業 6億2,002万円 6億2,002万円

休日急患診療事業 2,259万円 1,303万円

公共下水道事業 7億7,240万円 7億5,685万円

介護保険事業 75億6,535万円 74億7,876万円

介護サービス事業 7,131万円 6,066万円

後期高齢者医療事業 10億7,315万円 10億7,114万円

公営企業会計（支出のみ）

公営企業会計（支出のみ）

水道事業会計 15億2,244万円

　うち、収益的支出 9億7,388万円
　　　　資本的支出 5億4,656万円

病院事業会計 151億 919万円

　うち、収益的支出 131億1,299万円
　　　　資本的支出 19億9,620万円

平成28年度末の残高 平成27年度末と比較

市債 410億2,732万円 425億9,871万円

基金 130億1,645万円 125億 771万円
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その他 49億3,414万円
議会費 2億 900万円
労働費 3,479万円
災害復旧費 2,094万円
公債費 46億5,904万円
諸支出金 1,037万円

自治会活動支援事業 3,208万円
市民会館解体事業 2億 270万円
バス交通対策費 2億4,071万円

44億2,859万円総務費
高齢者生きがい活動支援事業 8,188万円
放課後児童健全育成事業 1億2,108万円
生活保護扶助費 5億1,911万円

115億8,763万円民生費

病院事業会計繰出金 10億9,531万円
ガス化溶融施設管理運営経費 7億5,211万円
クリーンセンター管理運営事業 1億 473万円

37億6,443万円衛生費
農業振興事業 3,204万円
茶業振興事業 2,584万円
林業振興事業 7,183万円

9億5,750万円農林業費

※各欄の金額について、端数処理（千円以下切り捨て）をしています。

産業支援センター運営事業 334万円
パラグライダーパーク整備事業 295万円
川根温泉メタンガス利活用事業 1億7,453万円

6億9,149万円商工費
東町御請線整備事業 6億4,973万円
島田金谷IC周辺地区開発事業 5,008万円
木造住宅耐震補強助成事業 4,256万円

36億4,428万円土木費

消防団活動事業 6,027万円
消防自動車更新事業 3,657万円
自主防災組織育成事業 1,221万円

15億7,402万円消防費
就学援助事業（小・中学校） 4,798万円
文化財保存事業 1億 236万円
社会体育施設運営事業 1億7,276万円

37億1,610万円教育費



 08議会だよりShimada City Assembly News

Q 

２
月
の
定
例
会
前
に
事
業
費

４
億
８
０
０
０
万
円
で
は
な

く
、
当
初
示
さ
れ
た
３
億
円

で
整
備
し
た
場
合
の
第
３
の

案
を
示
す
こ
と
は
可
能
か
。

A 

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
意

見
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
、

市
民
か
ら
い
た
だ
い
た
意
見

を
そ
の
ま
ま
反
映
し
た
と
こ

ろ
、
見
積
金
額
が
５
億
７
０

０
０
万
円
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
た
め
、
工
夫
し
て
、
４
億

８
０
０
０
万
円
と
い
う
金
額

に
収
め
た
。
３
億
円
で
収
ま

る
整
備
に
す
べ
き
と
い
う
こ

と
だ
が
、
そ
う
な
る
と
、
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
意
見

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
意

見
に
か
な
り
制
約
を
受
け
る

と
思
わ
れ
る
。
制
約
を
受
け

た
も
の
を
基
に
整
備
を
進
め

る
こ
と
は
、
中
途
半
端
な
施

設
や
、
魅
力
的
で
は
な
い
施

設
に
な
る
可
能
性
が
懸
念
さ

れ
る
。

Q 

最
終
的
に
議
会
で
整
備
計
画

を
審
査
す
る
に
当
た
り
、
当

初
予
算
に
盛
り
込
ま
れ
た
状

況
で
賛
否
を
問
わ
れ
る
と
、

当
初
予
算
全
体
に
影
響
す
る

可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
状
況
に
陥
ら
な
い
た
め
に
、

事
前
に
変
更
が
効
く
状
態
で
、

整
備
内
容
に
つ
い
て
議
会
で

協
議
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

A 

可
能
で
あ
る
。

Q 

年
間
利
用
者
予
想
数
８
万
人

の
根
拠
は
何
か
。

A 

掛
川
市
に
あ
る
22
世
紀
の
丘

公
園
の
平
成
27
年
度
の
入
場

者
の
う
ち
、
遊
び
の
里
に
来

ら
れ
た
方
の
人
数
を
参
考
に

算
出
し
て
い
る
。

Q 

当
初
の
事
業
費
案
か
ら
４
億

８
０
０
０
万
円
に
増
額
と

な
っ
た
理
由
は
何
か
。

A 

駐
車
場
の
拡
張
や
ス
ポ
ー
ツ

エ
リ
ア
と
憩
い
の
芝
生
エ
リ

ア
の
施
設
の
計
画
を
追
加
し

た
こ
と
に
よ
る
増
額
で
あ
る
。

Q 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
進
め
方

が
増
額
に
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
手
法
と
な
っ
て
お
り
問
題

で
は
な
い
か
。

A 
運
営
方
法
に
つ
い
て
、
予
算

を
提
示
す
る
手
法
が
良
い
か

検
討
し
た
が
、
参
加
者
の
意

見
を
制
約
し
た
く
な
か
っ
た

た
め
、
制
限
し
な
く
て
は
い

け
な
い
部
分
は
示
し
た
上
で

進
め
た
。

Q 

収
支
が
約
１
億
４
０
０
０
万

円
の
損
失
と
な
っ
て
い
る
が

原
因
は
何
か
。

A 

放
射
線
医
師
と
診
療
科
の
医

師
が
不
在
と
な
っ
た
こ
と
に

よ
る
医
療
報
酬
の
加
算
減
、

非
常
勤
医
師
臨
時
雇
用
に
よ

る
経
費
増
が
原
因
で
あ
る
。

田代の郷のイメージ図

厚
生
教
育
常
任

員
委

会

　
　
田
代
の
郷
整
備
事
業
費
の
増
額
は
慎
重
に
！

平
成
29
年
度

　
一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
28
年
度

　
病
院
事
業
会
計
決
算
認
定

●
田
代
の
郷
整
備
事
業

島田市議会には３つの常任委員会があります。議員は必ずいずれかの委員会に
属し議案審査に当たります。９月定例会の議案審査の概要は次のとおりです。

常任委員会報告
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経
済
建
設
常
任

員
委

会

　
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
合
宿
誘
致
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
き
な
経
済
波
及
効
果
を
期
待

Q 

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
と

は
ど
ん
な
会
社
か
。

A 

需
要
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
抹

茶
の
原
料
に
な
る
碾て
ん

茶
を
栽

培
す
る
若
手
農
業
者
５
人
で

設
立
し
た
会
社
。

Q 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
わ
る
経

費
は
ど
の
く
ら
い
を
見
込
ん

で
い
る
か
。

A 

今
回
モ
ン
ゴ
ル
の
ボ
ク
シ
ン

グ
チ
ー
ム
が
11
月
３
日
か
ら

13
日
ま
で
合
宿
す
る
。
経
費

は
約
４
３
０
万
円
で
、
２
分

の
１
が
交
付
税
措
置
と
な
る
。

Q 
道
路
新
設
改
良
費
で
国
庫
支

出
金
等
が
減
額
さ
れ
て
い
る
。

中
止
や
延
期
に
な
る
の
か
。

A 

要
望
額
に
対
し
56
パ
ー
セ
ン

ト
の
内
示
率
に
な
り
、
幾
つ

か
の
道
路
改
良
事
業
は
来
年

度
に
見
送
り
と
な
る
。

Q 

道
路
の
草
刈
り
の
予
定
を
島

田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
で
き
な
い
か
。

A 

そ
の
方
向
で
検
討
す
る
。

Q 

荒
廃
茶
園
対
策
を
来
年
度
以

降
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

A 
や
る
気
の
あ
る
方
に
改
植
や

他
作
物
へ
の
転
作
な
ど
付
加

価
値
を
向
上
さ
せ
る
と
い
う

こ
と
で
推
進
し
た
い
。

Q 

若
者
の
離
職
率
が
高
い
実
態

に
対
し
、
市
と
し
て
ど
の
よ

う
な
対
応
を
し
て
い
る
か
。

A 

雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
な
く

す
た
め
に
、
内
定
者
と
経
営

者
と
の
間
で
理
解
を
深
め
る

取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
る
。

Q 

問
題
点
や
課
題
は
何
か
あ
る
か
。

A 

ふ
れ
あ
い
コ
テ
ー
ジ
４
人
棟
に

半
露
天
風
呂
を
取
り
付
け
て

稼
働
率
向
上
に
つ
な
げ
た
い
。

平
成
29
年
度

　
一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
28
年
度

　
一
般
会
計
決
算
認
定

●
茶
業
振
興
事
業

●
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
合
宿
誘
致
経
費

●
雇
用
促
進
・
就
労
支
援
事
業

●
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業

●
遊
休
農
地
対
策
事
業

●
川
根
温
泉
管
理
運
営
事
業

●
道
路
施
設
管
理
事
業

Q 

内
訳
は
ど
う
か
。

A 

川
根
温
泉
か
ら
１
８
０
０
万

円
、
川
根
温
泉
ホ
テ
ル
か
ら

５
３
８
万
７
０
０
０
円
、
合

計
２
３
３
８
万
７
０
０
０
円

で
あ
る
。

●
温
泉
施
設
費
寄
附
金

整備が進まないアピタ前交差点

半露天風呂が付く４人棟
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島
田
市
緑
茶
化
計
画
、
徐
々
に
広
が
る

総
務
生
活
常
任

員
委

会

Q 

島
田
市
緑
茶
化
計
画
の
ロ
ゴ

マ
ー
ク
の
補
助
金
の
申
請
数

お
よ
び
補
助
額
の
現
状
は
。

A 

平
成
28
年
度
が
51
件
の
１
９

７
万
円
。
今
年
度
が
49
件
の

１
８
３
万
１
０
０
０
円
で
あ

る
。

Q 

光
フ
ァ
イ
バ
網
整
備
事
業
で

Q 

移
住
定
住
の
現
状
と
今
回
の

補
正
で
の
予
測
は
。

A 

６
世
帯
19
人
が
移
住
し
、
そ

の
う
ち
５
世
帯
に
３
０
０
万

円
を
支
給
し
て
い
る
。
現
在

も
５
件
相
談
を
受
け
て
お
り
、

今
後
さ
ら
に
増
え
る
と
想
定

し
て
い
る
。

Q 

島
田
市
緑
茶
化
計
画
の
コ
ン

セ
プ
ト
ブ
ッ
ク
の
市
民
へ
の

浸
透
は
ど
の
程
度
か
。
ア
ン

ケ
ー
ト
等
は
実
施
し
な
い
か
。

A 

各
種
イ
ベ
ン
ト
等
で
緑
茶
化

計
画
を
Ｐ
Ｒ
す
る
場
を
設
け

て
、
可
能
で
あ
れ
ば
実
施
し

て
い
き
た
い
。

合
併
特
例
債
か
ら
過
疎
債
へ

の
財
源
の
組
み
換
え
が
あ
る
。

辺
地
債
は
検
討
し
た
か
。

A 

今
回
整
備
で
き
な
か
っ
た
地

域
で
今
後
考
え
て
い
き
た
い
。

Q 

市
民
活
動
室
の
登
録
さ
れ
た

86
団
体
の
種
別
と
稼
働
率
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

A 

学
術
・
文
化
・
芸
術
・
ス

ポ
ー
ツ
振
興
・
ま
ち
づ
く
り

Q 
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の

実
績
は
。

Q 

島
田
駅
の
南
北
駐
輪
場
は
有

料
だ
が
、
六
合
駅
と
金
谷
駅

の
駐
輪
場
が
無
料
な
の
は
な

ぜ
か
。

A 

金
谷
駅
と
六
合
駅
は
施
設
が

な
く
、
野
ざ
ら
し
で
あ
る
た

め
料
金
を
取
る
状
況
に
な
い
。

A 

平
成
28
年
度
は
３
カ
月
で
あ

る
が
、２
５
１
件
で
あ
る
。単

純
計
算
で
１
件
あ
た
り
１
万

８
３
６
円
の
経
費
と
な
る
。

Q 

一
般
寄
付
金
３
０
０
０
万
円

の
内
容
は
。

A 

サ
ン
エ
ム
パ
ッ
ケ
ー
ジ
株
式

会
社
か
ら
創
業
50
周
年
記
念

事
業
と
し
て
市
の
行
政
全
般

に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
寄
付

を
い
た
だ
い
た
。

Q 

南
相
馬
市
へ
の
職
員
の
派
遣

は
い
つ
ま
で
続
け
る
か
。

A 

協
議
中
で
は
あ
る
が
、
今
年

度
ま
で
と
考
え
て
い
る
。

Q 

公
務
災
害
防
止
の
た
め
に
ド

ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
が
有
効

で
あ
る
。
導
入
実
績
は
。

A 

公
用
車
に
６
台
。
本
年
度
バ

ス
２
台
に
予
算
措
置
さ
れ
て

い
る
。
今
後
も
、
極
力
整
備

を
進
め
た
い
。

の
推
進
等
で
あ
り
、
稼
働
率

は
37
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

平
成
29
年
度

　
一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
28
年
度

　
一
般
会
計
決
算
認
定

●
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

　
推
進
事
業

●
光
フ
ァ
イ
バ
網
整
備
事
業

●
移
住
定
住
促
進
事
業

●
広
報
費

●
協
働
推
進
費

●
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
費

●
交
通
安
全
指
導
費

●
歳
入

●
人
事
管
理
費

公用車にドライブレコーダー設置



11 議会だよりShimada City Assembly News
※このコーナーの掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。

A
Q
&

今年の総合防災訓練にて初のし尿処理訓練

一
般
質
問

市
長
に
質た

だ

す
！

　

島
田
市
議
会
９
月
定
例
会
で
は
、

18
人
の
議
員
が
個
人
質
問
を
実
施
し

ま
し
た
。
全
議
員
が
一
問
一
答
方
式

（
議
員
が
一
つ
の
質
問
を
し
、
市
長
等

も
一
つ
ず
つ
答
弁
す
る
方
式
）
を
選

択
し
、
50
分
間
の
制
限
時
間
の
中
で

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
号
で
は
、
18
人
の
議
員
の
個
人

質
問
の
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
興
味
を
持
っ
た
質
問
は
あ
り
ま
す

か
？

　
市
の
方
針
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
関
す
る
大
切
な
内
容
全
般
に
つ

い
て
、
市
議
会
議
員
が
市
長
や
執
行
機
関
に
「
一
般
質
問
」
を
行
い
ま
す
。

一
般
質
問
全
文
を
掲
載
し
た
会
議

録
と
録
画
映
像
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

録
画
映
像
は
パ
ソ
コ
ン
の
ほ
か
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

発
災
後
の

ト
イ
レ
使
用
の
総
点
検
！

村
むら

田
た

千
ち

鶴
づ

子
こ

 議員

Q 

市
と
し
て
、
自
主
防
災
会
と
同
様
に

各
世
帯
へ
の
簡
易・携
帯
ト
イ
レ（
４

人
家
族
の
場
合
一
日
５
回
、
一
週
間

１
４
０
個
必
要
。
衛
生
面
か
ら
消
臭

剤
付
き
）
の
購
入
費
助
成
の
考
え
は
。

A 

基
本
は
各
世
帯
で
行
う
。
自
主
防
で

の
準
備
に
は
、
し
っ
か
り
補
助
す
る
。

Q 

実
用
性
の
あ
る
洋
式
仮
設
ト
イ
レ
を
。

A 

洋
式
に
替
え
て
い
る
。
高
齢
者
・
子

ど
も
・
障
が
い
の
あ
る
方
は
、
避
難

所
の
す
ぐ
近
く
に
テ
ン
ト
を
張
り
そ

の
中
に
簡
易
ト
イ
レ
を
置
い
て
使
用
。

Q 

発
災
後
に
出
る
汚
物
は
衛
生
面
か
ら
、

別
の
指
定
場
所
に
す
べ
き
で
は
。

A 

緊
急
時
は
黒
ビ
ニ
ー
ル
袋
で
も
可
能

で
、
一
般
の
紙
お
む
つ
と
同
様
の
燃

え
る
ご
み
の
中
で
柔
軟
に
対
応
す
る
。

Q 

浄
化
槽
の
状
況
確
認
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
配
布
の
取
り
組
み
の
考
え
は
。

A 
ぜ
ひ
整
備
し
た
い
。
防
災
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
改
定
時
に
ト
イ
レ
の
こ
と

を
織
り
込
み
、
広
報
し
て
い
き
た
い
。

このＱＲコード
からどうぞ！

Q 

子
育
て
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
始
め

た
中
古
住
宅
購
入
奨
励
金
事
業
の
対

象
者
を
拡
充
で
き
な
い
か
。

A 

定
住
促
進
、
空
き
家
利
活
用
の
観
点

か
ら
、
購
入
層
の
動
向
を
見
て
検
討
。

Q 

倒
壊
な
ど
深
刻
な
特
定
空
き
家
と
な

る
の
を
防
ぐ
た
め
、
地
元
不
動
産
会

社
に
見
守
り
活
動
を
し
て
も
ら
う
一

方
、
売
買
成
立
等
で
報
奨
金
を
支
払

う
先
進
事
例
の
取
り
組
み
の
考
え
は
。

A 

空
き
家
対
策
事
業
の
一
つ
と
し
て
、

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
か
検
討
。

有
効
な
空
き
家
対
策
を
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Q 

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
が
で
き

て
１
年
で
あ
る
。
さ
ら
に
進
ん
だ
具

体
的
な
計
画
の
予
定
は
あ
る
か
。

A 

今
年
度
を
め
ど
に
作
っ
て
い
き
た
い
。

個
別
の
施
設
計
画
も
考
え
て
い
る
。

Q 

維
持
管
理
等
の
経
費
が
32
億
２
０
０

０
万
円
に
収
ま
ら
な
い
場
合
、
最
終

的
に
ど
こ
を
削
る
か
は
市
長
の
政
治

判
断
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

A 

市
の
公
共
施
設
は
大
変
多
い
。
こ
れ

ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
踏
ま
え
て
総
合

的
に
判
断
し
て
い
く
。

Q 

第
二
次
島
田
市
総
合
計
画
で
は
、
病

院
・
新
東
名
島
田
金
谷
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
周
辺
整
備
・
市
役
所
周
辺

整
備
・
田
代
の
郷
整
備
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

と
の
整
合
性
は
ど
う
か
。

A 

現
総
合
計
画
で
も
そ
の
事
業
の
こ
と

は
明
記
し
て
あ
る
。

Q 「
整
備
を
進
め
る
」な
ど
の
方
向
性
だ

け
で
、
具
体
的
な
事
業
費
や
文
言
が

な
い
。
現
在
の
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
中
に
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

更
新
す
る
予
定
は
あ
る
か
。

A 

公
共
施
設
白
書
は
平
成
26
年
に
作
っ

た
。
平
成
28
年
度
末
の
デ
ー
タ
で
更

新
で
き
れ
ば
ベ
ス
ト
で
あ
る
。

Q 

今
後
の
維
持
管
理
経
費
は
ど
の
程
度

に
抑
え
る
の
が
理
想
か
。

A 

32
億
２
０
０
０
万
円
に
抑
え
た
い
。

Q 
解
体
費
は
含
ま
れ
て
い
る
か
。

A 
含
ま
れ
て
い
な
い
。

Q 

統
廃
合
に
つ
い
て
基
準
は
あ
る
か
。

A 

文
化
、
伝
統
、
地
勢
的
な
問
題
を
ク

リ
ア
す
る
こ
と
で
あ
る
。

Q 

一
カ
月
の
残
業
が
80
時
間
を
超
え
る

教
職
員
の
割
合
は
。

A 

大
規
模
校
の
調
査
で
は
、
小
学
校
で

27
・
６
パ
ー
セ
ン
ト
、
中
学
校
で
は

42
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

Q 

教
職
員
の
多
忙
化
解
消
策
は
。

A 

教
育
支
援
員
・
図
書
館
支
援
員
な
ど

の
増
員
、
部
活
動
指
導
員
等
と
の
連

携
、
研
修
会
の
３
割
減
な
ど
で
あ
る
。

Q 

部
活
動
に
対
す
る
市
の
対
応
は
。

A 

部
活
動
支
援
員
14
人
、
外
部
指
導
者

14
人
に
加
え
、
来
年
度
は
部
活
動
支

援
員
を
７
人
増
と
し
た
い
。

Q 

多
忙
化
へ
の
教
育
会
議
の
対
応
は
。

A 

学
校
評
議
員
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
各
校
１
人
入
れ
る
よ
う
に
し
た
。

Q 

人
的
な
問
題
以
外
に
も
、
例
え
ば
金

谷
小
学
校
で
は
体
育
館
の
雨
漏
り
に

悩
ん
で
い
る
。
多
忙
化
解
消
の
た
め
、

施
設
修
繕
の
対
応
を
考
え
て
い
る
か
。

A 

構
造
上
の
難
し
い
点
も
あ
る
が
、
金

谷
小
学
校
体
育
館
は
来
年
度
調
査
に

入
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
本
格
的
な

修
繕
工
事
も
想
定
し
て
い
る
。

それぞれの計画の整合性が求められる

利用者数減少が課題のコミュニティバス

こ
れ
か
ら
の公共

施
設
の
方
向
性

学
校
教
育
現
場
の多忙

解
消
を
！

※このコーナーの掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。

藤
ふじ

本
もと

善
よし

男
お

 議員

Q 

こ
れ
ま
で
37
万
人
が
利
用
し
て
い
た

コ
ミ
バ
ス
は
昨
年
25
万
６
０
０
０
人

と
大
き
く
減
少
し
た
。
理
由
は
何
か
。

A 

主
要
路
線
で
の
減
便
、
時
刻
等
が
利

用
者
ニ
ー
ズ
に
合
わ
な
か
っ
た
。

Q 
伊
久
身
地
区
の
自
主
運
行
バ
ス
の
検

討
は
安
易
に
試
行
路
線
廃
止
と
せ
ず
、

粘
り
強
く
関
わ
っ
て
ほ
し
い
。

A 

地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に
考
え
て
い
く

姿
勢
で
検
討
し
て
い
く
。

コ
ミ
バ
ス
利
用
者
が
大
幅
減

横
よこ

田
た

川
がわ

真
まさ

人
と

 議員
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島田球場を民間活力で活性化しよう

光回線の仕組み

地
域
づ
く
り
は

既
存
組
織
の
活
用
が
重
要

島
田
市
の
産
業
発
展
に

必
要
な
こ
と
！

杉
すぎ

野
の

直
なお

樹
き

 議員

Q 

こ
れ
ま
で
産
業
活
性
化
の
た
め
の
調

査
研
究
を
市
独
自
で
実
施
し
た
こ
と

は
あ
る
か
。

A 

産
業
の
活
性
化
の
た
め
に
独
自
で
研

究
を
実
施
し
た
こ
と
は
な
い
。

Q 

産
業
の
活
性
化
に
は
独
自
性
と
先
進

性
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は

調
査
・
研
究
能
力
が
高
く
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
し
か
し
、
現
在
の
産
業

支
援
セ
ン
タ
ー
「
お
び
サ
ポ
」
の
環

境
で
は
人
員
数
か
ら
見
て
も
困
難
で

あ
る
。
そ
こ
で
提
案
と
し
て
、
例
え

ば
研
究
機
関
で
あ
る
大
学
や
大
学
院
、

ま
た
学
会
等
と
共
同
し
て
、
も
っ
と

深
掘
り
し
た
調
査
・
研
究
を
し
て
み

て
は
ど
う
か
。

A 

大
学
の
高
度
な
知
識
や
ス
キ
ル
を
活

用
し
て
調
査
・
研
究
す
る
こ
と
に
は

大
変
興
味
が
あ
る
。

指
定
管
理
者
制
度
の
見
直
し

ウ
が
活
用
で
き
る
こ
と
や
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
、
経
費
の
削
減
で
あ
る
。
デ

メ
リ
ッ
ト
は
長
期
的
な
展
望
に
立
っ

た
経
営
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
、
継
続

が
難
し
い
こ
と
で
あ
る
。

Q 

指
定
管
理
者
募
集
の
条
件
に
、
社
会

的
な
弱
者
に
対
し
て
仕
事
を
優
先
し

て
委
託
発
注
す
る
よ
う
な
条
件
を
追

加
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

A 

市
内
発
注
へ
の
配
慮
は
現
在
お
願
い

し
て
い
る
。
弱
者
保
護
に
つ
い
て
は

検
討
し
て
い
き
た
い
。

Q 

指
定
管
理
者
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ

メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

A 

メ
リ
ッ
ト
は
運
営
に
民
間
の
ノ
ウ
ハ

大
おお

石
いし

節
せつ

雄
お

 議員

Q 

今
年
度
で
事
業
実
施
で
き
な
い
地
域

の
対
応
は
ど
う
な
る
か
。

A 

今
年
度
、
光
フ
ァ
イ
バ
網
整
備
事
業

で
整
備
が
で
き
な
い
笹
間
地
区
、
伊

久
身
地
区
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
市
か
ら
事
業
者
へ
提
案
を
求

め
、
平
成
30
年
度
整
備
を
目
指
し
て

必
要
な
支
援
を
し
て
い
く
。

Q 

合
併
後
の
地
域
づ
く
り
は
、
既
存
組

織
の
活
用
が
重
要
で
は
な
い
か
。

A 

自
治
会
を
中
心
に
環
境
の
保
全
、
美

化
活
動
、
防
犯
・
防
災
活
動
、
福
祉

活
動
、
福
利
厚
生
活
動
が
行
わ
れ
て

い
る
。
ま
た
老
人
ク
ラ
ブ
や
女
性
・

青
年
組
織
な
ど
も
地
域
づ
く
り
の
重

要
な
担
い
手
で
あ
る
。
今
後
も
協
力

い
た
だ
く
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

Q 

合
併
に
よ
る
行
政
の
効
率
化
の
反
面
、

地
域
に
対
し
て
よ
り
き
め
細
や
か
な

配
慮
が
必
要
で
は
な
い
か
。

A 

そ
う
い
っ
た
対
応
は
必
要
で
あ
る
。

ま
ず
は
各
支
所
の
機
能
が
そ
れ
に
当

た
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。
地
元

と
密
着
し
た
取
り
組
み
を
行
い
、
住

民
の
自
主
性
を
大
切
に
し
て
行
政
と

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
し
な
が
ら
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

Q 
特
に
次
世
代
を
担
う
若
者
の
考
え
を

把
握
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

A 

積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
青
年
に
対

し
て
、
各
担
当
部
署
だ
け
で
は
な
く

市
長
自
身
も
直
接
話
を
し
て
、
要
望

に
対
し
て
の
協
力
を
考
え
た
い
。

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
今
後
は
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40
代
18
万
円
、
50
代
17
万
９
０
０
０

円
、
60
代
17
万
円
、
70
代
11
万
６
０

０
０
円
で
あ
る
。

Q 

国
保
で
賄
わ
れ
て
い
る
医
療
費
は
。

A 

一
人
当
た
り
の
医
療
費
の
平
均
は
40

代
18
万
円
、
60
代
37
万
８
０
０
０
円
、

70
代
49
万
７
０
０
０
円
で
あ
る
。

Q 

な
り
わ
い
と
し
て
き
た
家
業
を
継
い

で
い
く
若
者
を
後
押
し
す
る
施
策
の

実
施
を
。

A 

提
言
を
心
に
受
け
止
め
て
市
政
運
営

に
当
た
っ
て
い
く
。

Q 

島
田
市
の
20
代
か
ら
50
代
の
人
口
と

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の
被
保
険

者
の
数
は
。

A 

20
〜
50
代
の
人
口
は
４
万
５
６
８
４

人
。
国
保
被
保
険
者
は
、
６
８
８
３

人
で
あ
る
。

Q 

会
社
員
と
個
人
事
業
主（
自
営
業
者
）

の
可
処
分
所
得
は
。

A 

40
代
夫
婦
と
小
学
生
２
人
の
４
人
家

族
で
、
給
与
収
入
４
０
０
万
円
の
会

社
員
と
国
保
に
加
入
し
て
い
る
所
得

４
０
０
万
円
の
自
営
業
者
で
は
年
間

約
50
万
円
会
社
員
の
方
が
多
い
。

Q 

平
成
29
年
度
国
保
事
業
特
別
会
計
予

算
は
１
１
０
億
１
０
２
７
万
円
で
、

そ
の
収
入
の
う
ち
国
保
税
は
21
億
９

６
４
８
万
円
で
約
20
パ
ー
セ
ン
ト
の

税
負
担
で
あ
る
。
そ
の
他
は
、
国
庫

負
担
金
・
県
負
担
金
な
ど
で
賄
わ
れ

て
い
る
。
国
保
課
税
額
は
。

A 

国
保
課
税
額
の
平
均
は
20
代
８
万
１

０
０
０
円
、
30
代
14
万
９
０
０
０
円
、

Q 

耐
震
補
強
工
事
の
状
況
は
ど
う
か
。

A 

平
成
28
年
度
の
実
績
は
56
件
で
あ
る
。

熊
本
地
震
以
後
、
要
望
者
が
増
加
の

傾
向
に
あ
る
。

Q 

制
度
の
見
直
し
は
あ
る
か
。

A 

県
の
上
乗
せ
補
助
（
15
万
円
）
は
来

年
度
以
後
は
無
い
が
、
市
の
上
乗
せ

補
助
（
10
万
円
）
は
来
年
度
も
継
続

し
て
い
き
た
い
。

Q 

家
具
転
倒
防
止
事
業
の
利
用
状
況
は

ど
う
か
。

A 

平
成
28
年
度
実
績
は
17
件
で
あ
る
。

Q 

近
隣
市
と
比
較
し
て
ど
う
か
。

A 

近
隣
市
は
全
世
帯
が
対
象
な
の
で
、

利
用
率
が
高
い
と
考
え
る
。
推
進
の

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

Q 

市
も
段
階
的
に
対
象
を
広
げ
て
は
ど

う
か
。

A 

平
成
31
年
度
の
制
度
改
正
の
時
期
を

踏
ま
え
見
直
し
を
考
え
た
い
。

Q 

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
取
り
付
け
の
補
助

制
度
を
考
え
て
い
る
か
。

A 

考
え
は
あ
る
。
財
政
事
情
等
を
考
慮

し
、
範
囲
と
開
始
時
期
を
決
め
て
い

き
た
い
。

Q 

成
年
後
見
制
度
の
申
立
て
状
況
は
ど

う
か
。

A 

高
齢
化
と
と
も
に
年
々
需
要
が
増
え

て
い
る
。

Q 
専
門
職
を
配
置
し
、
支
援
セ
ン
タ
ー

を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

A 
社
会
福
祉
協
議
会
と
担
当
課
で
協
議

し
進
め
て
い
く
。

会社員と自営業者の可処分所得は

耐震化は防災の第一歩

子
育
て
世
代
の可

処
分
所
得
は

防
災
対
策
の
拡
充
を
目
指
し
て

※このコーナーの掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。

大
おお

関
ぜき

衣
きぬ

世
よ

 議員

齊
さい

藤
とう

和
かず

人
と

 議員

成
年
後
見
制
度
の
活
用
を

国
保
事
業
の
現
状
は
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市内の小学校で使われる道徳教科書

老朽化している市庁舎

急
ぐ
べ
き子

ど
も
の
貧
困
対
策

道
徳
の
教
科
化

評
価
は
で
き
る
の
か

桜
さくら

井
い

洋
よう

子
こ

 議員

Q 

来
年
４
月
か
ら
小
学
校
で
、「
特
別
の

教
科　
道
徳
」
が
始
ま
る
。
検
定
教

科
書
を
使
っ
て
徳
目
を
教
え
、
価
値

観
の
押
し
つ
け
に
よ
っ
て
、
子
ど
も

の
個
々
の
内
面
の
自
由
が
侵
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
が
ど
う

か
。

A 

授
業
に
お
い
て
、自
己
を
見
つ
め
、物

事
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
え
、
自

己
の
生
き
方
に
つ
い
て
の
考
え
を
深

め
る
学
習
を
目
指
す
。
議
論
す
る
中

で
、
自
分
な
り
の
徳
目
を
深
め
る
。

Q 

他
の
教
科
と
違
っ
て
、
評
価
は
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
る
の
か
。

A 

ほ
か
の
児
童
・
生
徒
と
の
比
較
や
数

値
で
は
な
く
、児
童･

生
徒
が
い
か
に

成
長
し
た
か
を
認
め
励
ま
す
記
述
に

よ
る
個
人
内
評
価
に
な
る
。

Q 

子
育
て
支
援
の
重
要
施
策
と
し
て
、

県
内
で
は
子
ど
も
の
医
療
費
の
無
料

化
が
進
ん
で
き
て
い
る
。
市
に
お
い

て
、
自
己
負
担
を
な
く
し
、
中
学
生

Q 
市
庁
舎
と
市
民
会
館
を
併
設
す
る
か

の
よ
う
な
発
言
が
あ
っ
た
。
市
庁
舎

の
建
設
は
大
地
震
な
ど
の
災
害
対
策
、

ま
た
、
有
利
な
財
源
の
合
併
特
例
債

の
期
限
内
に
建
設
す
べ
き
だ
。
し
か

高
校
生
の
医
療
費
無
料
化
を

市
民
会
館
の
建
設
は
慎
重
に

ま
で
無
料
化
す
る
に
は
、
あ
と
ど
の

く
ら
い
の
費
用
が
必
要
か
。

A 

平
成
28
年
度
で
は
、通
院･

入
院
合
わ

せ
て
無
料
化
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら

に
約
６
９
５
０
万
円
が
必
要
だ
。

Q 

焼
津
市
を
は
じ
め
、
高
校
生
ま
で
無

料
化
を
進
め
る
自
治
体
が
増
え
て
い

る
。
島
田
市
で
も
実
施
す
べ
き
。

A 
高
校
生
ま
で
と
す
る
と
、
現
在
の
と

こ
ろ
、
国
、
県
か
ら
の
補
助
が
受
け

ら
れ
ず
、
す
べ
て
市
の
負
担
と
な
る

た
め
、
実
施
は
難
し
い
。

八
や

木
ぎ

伸
のぶ

雄
お

 議員

し
、
市
民
会
館
ホ
ー
ル
の
利
用
率
は

低
い
。
検
討
が
必
要
と
思
う
が
ど
う

か
。

A 

ホ
ー
ル
を
利
用
す
る
方
た
ち
は
、
焼

津
や
藤
枝
の
施
設
を
利
用
し
て
い
る

が
利
便
性
が
悪
い
と
聞
く
。

Q 

ぴ
～
フ
ァ
イ
ブ
１
階
の
音
楽
施
設
建

設
が
無
駄
に
な
る
。「
お
お
る
り
」等

の
活
用
や
広
域
で
の
対
応
な
ど
、
施

設
の
集
約
を
す
べ
き
だ
。

A 

財
政
負
担
を
抑
え
る
こ
と
を
前
提
に

施
設
の
利
用
状
況
を
調
査
す
る
。

Q 

総
務
省
の
調
査
で
は
、
子
ど
も
の
６

人
に
一
人
が
貧
困
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
就
学
援
助
を
受
け
て
い
る
子
ど

も
の
割
合
は
少
な
い
。
制
度
か
ら
漏

れ
た
子
ど
も
が
い
る
の
で
は
な
い
か
。

A 

援
助
申
請
が
な
い
子
ど
も
で
も
学
校

の
先
生
な
ど
の
助
言
を
受
け
、
援
助

を
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

Q 

今
回
、
近
隣
市
に
先
駆
け
「
子
ど
も

の
貧
困
に
関
す
る
調
査
」
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
は
評
価
す
る
。
調
査
結

果
を
受
け
て
の
対
策
は
何
か
。高
校・

大
学
進
学
も
含
め
担
当
課
や
学
校
現

場
な
ど
連
携
し
て
ほ
し
い
。

A 

貧
困
家
庭
と
行
政
間
の
つ
な
が
り
や

学
習
支
援
の
居
場
所
づ
く
り
、
子
ど

も
食
堂
な
ど
の
支
援
を
し
て
い
く
。
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上
げ
目
標
は
幾
ら
か
。

A 

マ
ル
シ
ェ
で
約
20
億
円
、
レ
ス
ト
ラ

ン
等
で
約
５
億
円
と
し
て
い
る
。

Q 

新
し
い
特
産
物
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
具
体
的
に
何
か
あ
る
か
。

A 

ま
だ
出
て
き
て
い
な
い
。

Q 

こ
の
事
業
が
稼
ぐ
力
の
施
設
と
な
る

た
め
事
業
設
計
者
と
運
営
事
業
者
が

一
本
筋
が
通
っ
て
い
る
も
の
に
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

A 

来
年
度
の
実
施
設
計
の
中
で
両
者
と

す
り
合
わ
せ
で
き
る
と
考
え
る
。

Q 

子
ど
も
の
体
力
テ
ス
ト
の
結
果
を
見

る
と
全
国
的
に
ひ
と
昔
前
に
比
べ
低

下
し
て
い
る
。
日
本
体
育
協
会
で
は

ア
ク
テ
ィ
ブ
チ
ャ
イ
ル
ド
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
Ａ
Ｃ
Ｐ
）
と
い
う
幼
児
期
か
ら

の
遊
び
を
通
じ
て
体
力
向
上
施
策
の

取
り
組
み
を
し
て
い
る
。
島
田
市
で

も
何
か
活
動
を
し
て
い
る
か
。

A 

今
年
度
も
11
月
に
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

等
の
活
動
で
Ａ
Ｃ
Ｐ
に
関
わ
る
講
演

会
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

Q 

島
田
市
は
待
機
児
童
減
少
の
施
策
ば

か
り
で
な
く
質
に
つ
い
て
も
考
え
Ａ

Ｃ
Ｐ
の
活
用
も
考
え
た
ら
ど
う
か
。

A 

提
案
は
よ
く
理
解
で
き
る
。

Q 

旧
金
谷
中
学
校
跡
地
活
用
事
業
で
県

職
員
を
含
め
た
選
定
委
員
会
で
相
手

先
を
審
査
す
る
が
、
優
先
的
交
渉
権

者
は
誰
が
決
め
る
の
か
。

A 

土
地
所
有
者
で
あ
る
島
田
市
と
し
て

島
田
市
長
が
決
定
を
す
る
。

Q 

賑
わ
い
交
流
拠
点
整
備
事
業
の
売
り

Q 

期
日
前
投
票
率
の
10
パ
ー
セ
ン
ト
未

満
が
８
投
票
所
あ
り
、
初
倉
地
区
・

六
合
地
区
の
そ
れ
ぞ
れ
３
カ
所
が
10

パ
ー
セ
ン
ト
未
満
で
あ
る
。
期
日
前

投
票
率
が
低
い
の
は
、
期
日
前
投
票

所
ま
で
の
距
離
が
非
常
に
離
れ
て
い

る
こ
と
が
原
因
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

A 

期
日
前
投
票
所
で
の
投
票
率
の
高
い

地
区
は
、
当
日
投
票
率
が
低
い
傾
向

に
あ
る
。
逆
に
、
期
日
前
投
票
所
で

の
投
票
率
が
低
い
地
区
は
、
当
日
投

票
率
が
高
い
場
合
が
あ
る
と
感
じ
て

い
る
。

Q 

当
日
と
期
日
前
投
票
を
足
し
た
率
は
、

期
日
前
投
票
率
が
低
い
地
区
が
低
く

な
っ
て
い
る
。
期
日
前
投
票
者
が
１

割
を
超
え
て
い
る
状
況
で
、
期
日
前

投
票
を
容
易
に
す
る
こ
と
が
全
体
の

投
票
率
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

初
倉
地
区
と
六
合
地
区
に
期
日
前
投

票
所
の
開
設
は
で
き
な
い
か
。

A 

お
金
も
人
的
な
配
置
も
必
要
に
な
り
、

い
た
ず
ら
に
増
や
す
こ
と
は
な
か
な

か
難
し
い
。

日本体育協会が進めているＡＣＰ冊子

平成29年「島田市議会議員選挙」投票結果

幼
児
期
か
ら
の

運
動
不
足
解
消
の
た
め
に

初
倉
・
六
合
に

期
日
前
投
票
所
開
設
を

※このコーナーの掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。

伊
い

藤
とう

　孝
たかし

 議員

Q 

初
倉
は
こ
の
日
、六
合
は
こ
の
日
、金

谷
は
こ
の
日
、
川
根
は
こ
の
日
と
い

う
よ
う
な
形
で
分
散
し
て
開
設
す
る

考
え
は
な
い
か
。

A 

ほ
か
の
地
区
で
開
設
す
る
場
合
、
現

状
の
期
日
前
投
票
所
を
含
め
再
編
と

い
う
考
え
方
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

現
状
の
よ
う
に
固
定
し
て
開
設
す
る

だ
け
で
な
く
、
地
区
ご
と
に
開
設
日

を
設
け
る
な
ど
し
て
弾
力
的
に
考
え

る
こ
と
も
一
案
だ
と
思
っ
て
る
。

山
やま

本
もと

孝
たか

夫
お

 議員

金
谷
二
施
設
の
今
後
は
？
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鳥獣対策。罠で捕獲を試みてはいるが

新東名島田金谷ＩＣ周辺基本計画図

金
谷
イ
ン
タ
ー
周
辺
開
発

成
功
の
カ
ギ

保
育
士
の
処
遇
改
善

障
が
い
者
の
居
場
所

大
おお

村
むら

泰
やす

史
じ

 議員

Q 

保
育
士
の
勤
務
実
態
は
ど
う
か
。

A 

市
内
の
民
間
保
育
園
と
認
定
こ
ど
も

園
で
は
平
均
勤
務
年
数
５
年
以
下
が

約
54
パ
ー
セ
ン
ト
と
大
半
を
占
め
て

い
る
。

Q 

保
育
士
の
処
遇
改
善
に
対
す
る
取
り

組
み
は
ど
う
か
。

A 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
お

い
て
国
が
算
定
す
る
給
与
引
き
上
げ

分
を
民
間
保
育
園
等
へ
給
付
費
と
し

て
支
給
し
て
い
る
が
、
市
独
自
で
の

給
与
の
上
乗
せ
は
し
て
い
な
い
。

Q 

潜
在
保
育
士
の
状
況
は
ど
う
か
。

A 

静
岡
県
で
も
潜
在
保
育
士
の
正
確
な

数
は
把
握
し
て
い
な
い
。

Q 

潜
在
保
育
士
の
雇
用
対
策
と
し
て
の

取
り
組
み
は
ど
う
か
。

A 

今
年
度
か
ら
潜
在
保
育
士
職
場
復
帰

支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
る
。

Q 

障
が
い
者
の
通
所
施
設
以
外
の
居
場

所
確
保
の
取
り
組
み
状
況
は
ど
う
か
。

A 

障
害
の
あ
る
児
童
に
つ
い
て
は
国
の

制
度
と
し
て
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
が
あ
る
が
、
特
別
支
援
学
校
高
等

部
卒
業
後
、
生
活
介
護
施
設
な
ど
の

鳥
獣
・
耕
作
放
棄
地
対
策

終
了
後
に
通
所
で
き
る
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
は
現
在
は
な
い
。

Q 

取
り
組
み
状
況
・
対
策
は
ど
う
か
。

A 
地
域
の
猟
友
会
に
捕
獲
業
務
を
委
託

し
て
い
る
。

　
　
農
業
委
員
会
で
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

に
よ
り
耕
作
放
棄
の
現
状
把
握
に
努

め
所
有
者
へ
は
耕
作
再
開
や
草
刈
り

等
の
実
施
を
指
導
し
て
い
る
。

佐
さ

野
の

義
よし

晴
はる

 議員

内
業
者
で
あ
る
。

Q 

他
市
で
は
、
こ
う
し
た
大
事
業
を
計

画
す
る
場
合
、
事
前
に
土
地
の
公
示

価
格
や
税
収
増
等
の
目
標
値
を
持
っ

て
進
め
る
。
試
算
値
を
伺
う
。

A 

こ
れ
か
ら
試
算
す
る
。

Q 

事
業
化
に
当
た
っ
て
、
市
民
が
得
る

恩
恵
や
市
内
業
者
が
潤
う
仕
組
み
づ

く
り
を
伺
う
。

A 

地
元
企
業
へ
の
資
材
調
達
率
や
工
事

発
注
等
に
考
慮
し
地
元
貢
献
す
る
。

Q 

新
東
名
島
田
金
谷
Ｉ
Ｃ
周
辺
賑に

ぎ

わ

い
・
交
流
拠
点
整
備
計
画
の
詳
細
を

伺
う
。

A 

敷
地
は
84
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
平
成
31
年

度
中
に
４
者
連
携（
島
田
市
、大
井
川

農
協
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
、
大
井

川
鐵
道
）
で
マ
ル
シ
ェ
を
建
設
。
企

業
誘
致
も
進
め
る
。

Q 

各
事
業
別
の
事
業
費
、
４
者
の
出
資

比
率
、
責
任
分
界
点
を
伺
う
。

A 

事
業
費
や
負
担
割
合
は
こ
れ
か
ら
試

算
す
る
。
市
の
課
題
と
し
て
人
材
不

足
の
リ
ス
ク
が
あ
る
。

Q 

マ
ル
シ
ェ
の
全
体
像
を
伺
う
。

A 

年
間
来
客
数
１
４
０
万
人
、
総
売
り

上
げ
20
億
円
、
内
、
地
元
農
産
物
10

億
円
（
一
人
７
５
０
円
購
入
予
想
）。

Q 

２
年
後
の
開
設
に
合
わ
せ
た
農
産
物

の
生
産
や
供
給
体
制
、
例
え
ば
圃ほ

場

整
備
、
温
室
施
設
、
生
産
者
の
育
成
、

農
家
が
進
ん
で
出
品
す
る
た
め
の
体

制
等
の
取
り
組
み
状
況
を
伺
う
。

A 

生
産
体
制
の
確
立
は
こ
れ
か
ら
。

Q 

企
業
誘
致
の
現
況
を
伺
う
。

A 

現
在
十
数
社
と
交
渉
中
。
半
数
が
市
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A 

市
長・市
議
会
議
員
選
挙
に
準
じ
、投

票
所
を
設
け
、
期
日
前
投
票
を
想
定

し
た
場
合
、
概
算
で
３
７
０
０
万
円

程
度
の
費
用
が
必
要
と
考
え
る
。

Q 

住
民
投
票
に
は
、
公
職
選
挙
法
の
よ

う
な
ル
ー
ル
は
あ
る
か
。
結
果
に
つ

い
て
の
法
的
拘
束
力
は
ど
う
か
。

A 

事
前
運
動
に
関
す
る
何
ら
か
の
ル
ー

ル
は
考
え
て
い
く
。
法
的
拘
束
力
は

も
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
を
尊
重
し
施

策
の
実
施
に
つ
い
て
判
断
し
て
い
く
。

Q 

自
治
基
本
条
例
は
、
島
田
市
の
最
上

位
の
条
例
で
は
な
い
と
解
釈
し
て
良

い
か
。

A 

条
例
に
優
劣
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

Q 

市
長
は
、
就
任
以
来
「
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
実
践
し
て
い
る
が
、
あ

え
て
自
治
基
本
条
例
を
つ
く
ら
な
け

れ
ば
市
政
運
営
が
で
き
な
い
か
。

A 

市
の
進
む
べ
き
方
向
性
を
示
し
、
市

民
・
議
会
・
行
政
の
責
務
・
役
割
を

明
確
に
し
て
、
条
例
で
見
え
る
化
し

て
い
き
た
い
。

Q 

市
民
と
共
に
総
合
計
画
を
実
行
に
移

し
て
い
け
ば
、
将
来
の
島
田
市
が
描

か
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
全
く
将
来

像
が
見
え
な
い
。
条
文
だ
け
の
条
例

を
策
定
し
な
く
て
も
、
進
む
べ
き
方

向
性
が
出
る
の
で
は
な
い
か
。

A 

具
体
的
な
事
業
内
容
を
示
す
総
合
計

画
と
は
性
質
が
異
な
る
も
の
と
考
え

る
。
自
治
基
本
条
例
は
計
画
よ
り
も

法
規
範
の
あ
る
、
条
例
で
別
に
規
定

す
る
ほ
う
が
適
切
と
考
え
る
。

Q 

住
民
投
票
に
か
か
る
費
用
は
ど
の
程

度
か
。

Q 

全
国
公
立
小
・
中
学
校
に
お
け
る
普

通
教
室
空
調
設
備
の
普
及
率
は
、
今

年
の
４
月
１
日
で
49
・
６
パ
ー
セ
ン

ト
。
こ
の
結
果
を
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
伺
う
。

A 

静
岡
県
で
空
調
設
備
の
設
置
が
遅
れ

て
い
る
理
由
は
、
想
定
さ
れ
る
東
海

地
震
に
向
け
、児
童・生
徒
お
よ
び
教

職
員
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
耐

震
補
強
等
の
対
策
を
優
先
し
て
き
た

こ
と
が
主
な
要
因
で
あ
る
。
普
及
率

の
上
昇
に
つ
い
て
は
、
児
童
・
生
徒

の
健
康
面
へ
の
配
慮
を
す
る
と
い
う

傾
向
の
高
ま
り
で
あ
る
。
島
田
市
は

１
パ
ー
セ
ン
ト
と
低
い
状
況
で
あ
る
。

Q 

熱
中
症
対
策
と
し
て
空
調
機
の
導
入

は
検
討
し
て
い
な
い
の
か
。ま
た
、予

算
額
を
伺
う
。

A 

安
心
し
て
教
育
を
受
け
る
よ
う
教
育

環
境
の
構
築
に
向
け
、
空
調
設
備
の

導
入
は
他
の
施
設
修
繕
等
と
と
も
に

総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
。
空
調
設

備
が
10
億
円
、
毎
年
電
気
代
が
１
億

６
０
０
０
万
円
相
当
発
生
す
る
。

市民協働のまちづくりによるふれ合い事業

全国・静岡県の空調設置率の違い

自
治
基
本
条
例
は

島
田
市
に
必
要
か
？

小
・
中
学
校

普
通
教
室
で
の
暑
さ
対
策
は

※このコーナーの掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。

河
かわ

村
むら

晴
はる

夫
お

 議員

Q 
田
代
環
境
プ
ラ
ザ
の
廃
棄
物
手
数
料

の
再
計
算
を
伺
う
。

A 

16
年
目
以
降
の
手
数
料
は
、
管
理
運

営
費
、
搬
入
量
の
見
込
み
に
よ
り
再

計
算
し
て
い
く
。

Q 

空
調
設
備
の
購
入
は
高
額
と
な
る
が
、

必
要
性
を
伺
う
。

A 

生
徒
の
健
康
上
の
問
題
や
、
生
理
的

に
も
心
理
的
に
も
大
変
な
負
担
に

な
っ
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
。

曽
そ

根
ね

嘉
よし

明
あき

 議員

廃
棄
物
手
数
料
の
再
計
算
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「市民会館は人間の家である」衛館長講演会

しまいくサポートファイル表紙（案）

小
学
校
を
取
り
巻
く

環
境
改
善
を
！

新
市
民
会
館
の
建
設
は

市
民
協
働
で
！

森
もり

　伸
しん

一
いち

 議員

Q 

市
役
所
周
辺
整
備
検
討
委
員
会
で
の

議
論
・
検
討
の
状
況
は
ど
う
か
。

A 

今
後
庁
舎
と
市
民
会
館
に
つ
い
て
整

備
を
前
提
に
進
め
る
か
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
調

査
の
中
間
報
告
を
待
っ
て
決
め
た
い
。

Q 

市
民
会
館
が
建
設
さ
れ
た
後
に
必
要

と
思
え
る
文
化
振
興
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
策
定
作
業
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

A 

組
織
づ
く
り
や
進
め
方
等
に
つ
い
て

文
化
施
設
運
営
協
議
会
で
検
討
予
定
。

Q 

市
庁
舎
、
市
民
会
館
の
整
備
に
つ
い

て
は
市
民
を
交
え
た
検
討
・
議
論
が

必
要
だ
と
思
う
が
、
当
局
の
考
え
は
。

A 

基
本
構
想
、
基
本
計
画
を
立
ち
上
げ

る
初
期
段
階
で
は
、
市
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
形
式
に
よ
り
、
多
様
な

意
見
、
提
案
を
聴
取
し
て
い
き
た
い
。

Q 

新
市
民
会
館
の
建
設
に
よ
る
市
内
の

経
済
効
果
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

A 

に
ぎ
わ
い
創
出
の
拠
点
と
な
り
計
画

段
階
で
周
辺
の
商
業
者
、
飲
食
業
者

等
と
の
連
携
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

Q 

市
庁
舎
機
能
は
災
害
時
に
お
け
る
緊

急
対
応
拠
点
と
い
う
話
が
あ
っ
た
。

市
民
会
館
と
合
築
（
近
接
整
備
）
す

れ
ば
、
共
通
ス
ペ
ー
ス
の
効
率
的
な

利
用
が
で
き
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

A 

効
率
的
な
利
用
に
寄
与
す
る
形
だ
。

Q 

可
児
市
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
衛え

い
館
長

は
講
演
の
中
で
、
市
民
会
館
は
個
人

の
趣
味
の
場
で
は
な
く
、
全
て
の
市

民
の
た
め
の
出
会
い
、
支
え
合
い
の

場
と
述
べ
て
い
た
が
市
長
の
感
想
は
。

A 
同
感
で
あ
る
。
建
設
後
の
運
営
に
つ

い
て
も
市
民
が
関
与
し
て
い
く
と
い

う
盛
り
上
が
り
も
期
待
し
た
い
。

横
よこ

山
やま

香
かお

理
り

 議員

え
て
い
る
。

Q 

目
的
は
何
か
。

A 

少
・
中
学
生
の
学
習
支
援
事
業
。
地

域
の
教
育
力
を
活
用
し
て
学
習
を
支

援
す
る
。

Q 

ど
の
地
区
を
モ
デ
ル
と
し
て
い
る
か
。

A 

初
倉
小
学
校
を
実
施
指
定
校
と
し
た
。

Q 

週
何
回
か
。
ま
た
何
年
行
う
か
。

A 

毎
週
水
曜
日
。
３
年
間
実
施
予
定
。

Q 

学
校
教
育
支
援
員
は
５
時
間
勤
務
の

た
め
午
後
不
在
の
と
き
が
あ
る
。
延

長
を
望
む
声
が
あ
る
が
ど
う
か
。

A 

人
数
を
増
や
す
の
か
、
時
間
を
増
や

す
の
か
要
望
を
聞
き
な
が
ら
考
え
て

い
る
。

Q 

特
別
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
な

ぜ
兼
任
か
。
負
担
を
平
等
に
で
き
な

い
か
。

A 

時
間
・
力
量
と
も
に
あ
わ
せ
持
っ
て

い
る
教
務
主
任
が
担
当
す
る
の
が
一

番
適
任
と
考
え
る
。

Q 

教
員
が
作
成
し
て
い
る
個
別
指
導
計

画
を
臨
床
心
理
士
等
が
立
て
る
の
は

難
し
い
か
。

A 

細
か
い
支
援
計
画
は
や
は
り
担
任
の

力
を
借
り
ざ
る
を
得
な
い
。

Q 

乳
幼
児
か
ら
の
つ
な
が
っ
た
情
報
が

１
冊
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
サ
ポ
ー
ト

フ
ァ
イ
ル
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

A 

子
ど
も
の
情
報
を
共
有
す
る
ツ
ー
ル

と
し
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。
お
子

様
の
発
達
や
受
診
状
況
な
ど
の
記
録

を
つ
づ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
考

「
し
ず
お
か
寺
子
屋
」
と
は
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意
見
書
を
採
択
し
ま
し
た

　
地
方
議
会
は
、
そ
の
自
治
体
の
公
益
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
国
会
ま

た
は
関
係
行
政
機
関
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
９
月
定
例
会
で
は
、
次
の
１
件
の
意
見
書
を
全
会
一
致
で
可
決
し
、
国
会

お
よ
び
関
係
行
政
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

※
こ
れ
は
意
見
書
を
要
約
で
す
。提
出
し
た
意
見
書
全
文
は
、市
議
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
市
役
所
の
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

国
道
１
号
島
田
金
谷
バ
イ
パ
ス
お
よ
び
国
道
１
号
藤

枝
バ
イ
パ
ス
の
４
車
線
化
な
ど
、
道
路
整
備
を
推
進

す
る
た
め
、「
道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の

特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
補
助
率
等

の
嵩
上
げ
措
置
に
つ
い
て
、
平
成
30
年
度
以
降
も
現

行
制
度
を
継
続
と
さ
ら
な
る
拡
充
等
の
措
置
を
講
じ

る
こ
と
。

道
路
整
備
予
算
の
拡
充
及
び
道
路
整
備
に
係
る

補
助
率
等
の
嵩か

さ

上
げ
措
置
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書

Q 

賑に
ぎ

わ
い
交
流
拠
点
施
設
の
整
備
内
容

を
い
つ
発
表
す
る
か
伺
う
。

A 

施
設
の
配
置
や
デ
ザ
イ
ン
、集
客
、収

支
計
画
、
各
施
設
の
運
営
方
法
な
ど

を
含
め
た
実
施
計
画
を
運
営
会
社
設

立
と
合
わ
せ
て
、
今
年
度
末
ま
で
に
、

策
定
し
報
告
し
た
い
。

Q 

周
辺
地
域
へ
の
経
済
波
及
効
果
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

A 

農
産
物
の
六
次
産
業
化
に
よ
る
新
商

品
の
開
発
、
大
井
川
鐵
道
を
軸
と
し

た
観
光
産
業
、
観
光
農
園
・
茶
業
体

験
・
見
学
ツ
ア
ー
な
ど
の
地
域
の
経

済
波
及
効
果
が
考
え
ら
れ
る
。

Q 

周
辺
の
道
路
整
備
を
伺
う
。

A 

国
道
４
７
３
号
線
の
４
車
線
化
に
よ

る
高
速
道
路
下
の
駐
車
場
へ
の
不
便

性
、
周
辺
道
路
の
狭き
ょ
う
あ
い隘

箇
所
の
解
消

な
ど
、
静
岡
県
と
協
議
し
て
い
く
。

Q 

市
民
自
ら
が
求
め
る
も
の
と
し
て
自

治
基
本
条
例
は
制
定
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
と
思
う
が
、制
定
の
根
拠
を
伺
う
。

賑わい交流拠点建設予定地

賑
わ
い
交
流
拠
点
施
設

計
画
は
明
確
に

清
し

水
みず

唯
ただ

史
し

 議員

A 

市
長
選
挙
に
お
い
て
、
市
民
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
の
必
要
性
を
市
民
が
渇

望
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
た
。

Q 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
以
外
に
市
民

の
意
見
聴
取
、
事
前
説
明
の
機
会
は

あ
る
か
伺
う
。

A 
議
会
で
の
議
決
後
、
説
明
会
を
開
催

す
る
が
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
以

外
の
意
見
聴
取
や
、
事
前
の
説
明
会

は
予
定
し
て
い
な
い
。

自
治
基
本
条
例
は
誰
の
た
め
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ザッ討論 賛成？
反対？

　市議会定例会最終日に行われる議案採決の前に、賛成・反対の意見を表明する「討論」を行います。
　９月定例会では、２議案について延べ４人の議員が賛成・反対の意見を表明し討論を行いました。

【認定第１号】平成28年度島田市一般会計決算の認定について

【認定第９号】平成28年度島田市後期高齢者医療事業特別会計決算の認定について

○＝賛成　×＝反対

氏　
　
名

大
村　

泰
史

河
村　

晴
夫

齊
藤　

和
人

横
山　

香
理

伊
藤　
　

孝

森　
　

伸
一

山
本　

孝
夫

藤
本　

善
男

八
木　

伸
雄

清
水　

唯
史

村
田
千
鶴
子

曽
根　

嘉
明

平
松　

吉
祝

大
関　

衣
世

横
田
川
真
人

杉
野　

直
樹

桜
井　

洋
子

佐
野　

義
晴

大
石　

節
雄

会
派
名

きょうどう島田 創造島田 さきがけ島田 無会派

【認定第１号】
　平成28年度島田市一般会計決算の
　認定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

【議案第９号】
　平成28年度島田市後期高齢者医療
　事業特別会計決算の認定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

※議長（福田正男）は採決には加わりません。（並び順会派ごとの議席順）　　※「無会派」とは、会派に属さない議員のことです。

昨年度決算額は、歳入が約372億円、歳出
が約353億円で差引額は約19億円、実質収
支額は約17億円である。予算は適性かつ
効率的に執行されており、当年度の各事
業が成果を挙げたことについて評価すべ
きものと考える。市民福祉のさらなる向
上を図り、財政運営の効率性と健全性を
旨とし、市民本位の質の高い行政サービ
スの提供に努めたものであり、一般会計
決算の認定に賛成する。

後期高齢者医療制度では窓口で支払う自
己負担金を除く保険給付費に対して負担
割合を明確化し、高齢者に高額な負担を
させない配慮がされており、世代間の相
互扶助が計られている。平成28年度は保
険料が引き上げられたが、所定の負担割
合に基づき算定されたもので高齢者に過
度な負担を強いるものではない。平成28
年度の決算は特に問題点はないと考える。

賛 
成

賛 

成

①かわね保育園の民営化の準備として、保護者を
交えた詳細協議や引き継ぎ保育を実施した。移管
先に引き継ぐ保育士が、20人中２人しか残留しな
かったことは問題だ。保護者や子どもたちに大き
な不安を与えた。②民営化を見据えた現業職員の
退職不補充、臨時・嘱託職員が４割を占める非正
規化は問題だ。公務労働の質を高め、正規職員を
増やすべきだ。③高齢者の増加を理由に、敬老祝
金の支給対象者を減らしたことは問題だ。次年度
の敬老会への補助金減額に続くもので、きちんと
手当すべきだ。

医療費の増加を理由に、後期高齢者医療保険料を
引き上げたもとでの決算は容認できない。保険料
の所得割率を7.57％から7.85％に、均等割額を３万
8,500円から３万9,500円に引き上げた。収入80万円
の基礎年金受給者から現役並みの所得者まですべ
ての階層で負担増になった。少ない年金で生活は
限界だ。75歳以上が強制加入で、高齢者が増え医
療費がかかれば、際限なく保険料が引き上がる仕
組みだ。問題だらけの差別的制度は速やかに廃止
し、元の老人保険制度に戻すべきだ。

反 

対

反 

対

【採決結果一覧】賛成・反対が分かれた２議案を掲載しています
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議会活動レポート①

　上野原市議会議会だより編集常任委員会　東
ひがしやま

山洋
ひ ろ あ き

昭委員長をはじめ６人の議員の皆さんと８月８日に、
天理市議会　議会広報編集委員会　飯

い い だ

田和
か ず お

男委員長をはじめ６人の議員の皆さんと10月20日に当市議
会だよりの『紙面リニューアルと編集の方法』について研修・意見交換を行いました。
　当市議会だよりの『表紙と１・２ページ目を常任委員会の持ち回りで担当する点』『一般質問ページの
投稿用Wordフォーマット』『余白を多くして読みやすい紙面づ
くり』について、『手本にしたい』と高い評価をいただきました。
　平成28年２月15日発行52号からリニューアルを始め、昨年
後半から視察の申し込みが来るようになり、今年度も複数の自
治体から問い合わせをいただいています。
　『全国的に評価されるような議会だよりとなってきた？』と委
員一同喜んでいます。今後も、ますます読みやすい紙面づくり
に力を入れていきたいと思いますので、皆さまのご意見をお寄
せください。

山梨県上野原市議会・奈良県天理市議会が
『しまだ議会だより』の視察で来島

天　理　市　議　会

上 野 原 市 議 会

表紙

表紙

１ページ目

１ページ目

一般質問

一般質問

一般質問ページの投稿用Wordフォーマット
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高所放水車による消火活動

広域化成果説明会

機敏な動作で訓練に臨む隊員

議会活動レポート②

議会活動レポート③

　９月25日（月）、特種東海製紙株式会社旧横井工場で行われた訓練を見学しました。訓練の見学には、
地域の方や幼稚園児も参集しました。消防救急広域化区域の全ての消防署が参加し、大型放水車、大
容量送水ポンプ車、ブロアー車など、最新の消防車両を駆使しての本番さながらの消火活動の迫力に、
見学者全員が圧倒されました。安心・安全なまちづくりに広域消防体制への期待は高まります。

大規模工場火災
防御活動訓練を見学

平成28年度からスタートした消防広域化の成果
について、静岡市消防局職員から広域化に伴うス
ケールメリット等により市民の安心・安全が確保
されていることを具体的な活動（出動）事例など
で説明を受けました。

静岡地域消防広域化の
　成果について説明を受けました！



島田市議会におけるICT機器の使用開始
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議会だより編集に関する特別委員会
【委 員 長】　桜井　洋子
【副委員長】　伊藤　　孝
【委　　員】　大関　衣世　　河村　晴夫
　　　　　　齊藤　和人　　大石　節雄

　９月定例会は、18人の議員が一般質問に登壇し、市
政に対するさまざまな質問等が活発に議論されまし
た。また、今回は平成28年度の決算の認定について、
昨年度の事業の振り返りと予算の使い方について検
証しました。それらの内容を「読みやすく、わかり
やすく、親しみやすく」をモットーに編集いたしま
したが、いかがでしょうか。最近になり、いくつか
の自治体からの視察を受けるようになりました。さ
らに研さんを積んでまいります。

編 集 後 記

　島田市議会では、会議における情報通信機器の
積極的な活用によるペーパーレス会議等の実施を
目指しています。
　情報通信機器導入の前段階として、個人所有の
情報通信機器を議会の会議で使用できることにし
ました。
　使用するにあたり『島田市議会における情報通
信機器の使用基準』を作成しました。パソコン

（タブレット端末含む）やスマートフォン等を会議
で使用できることとした同使用基準の検証のため、
11月定例会から試行で運用を行います。
　傍聴やネット放映をご覧いただいて、ご意見を
お寄せください。

11月定例会より試行運
用開始

11月市議会定例会傍聴のお知らせ

議会を聴きに行こう！議会をオンラインで見てみよう！

☆開会時間は…
　本会議　9：30　　常任委員会　9：30 ・13：30
あなたのパソコン・スマホ等で、オンラインでも傍聴できます。
　水色のラインで示された日には、インターネットでの生中継を行い
ます。

傍聴をご希望の方は、議会開催日に市議会議場（市役所３階）へ
お越しください。
日 月 火 水 木 金 土
11/19 20 21 22 23 24 25

議会運営委員会
本会議
（初日）

26 27 28 29 30 12/1 2

本会議
（一般質問）

3 4 5 6 7 8 9

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（議案質疑）

常任委員会
（厚生教育）
（経済建設）

常任委員会
（総務生活）
（ 予 備 ）

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

議会運営委員会 本会議
（最終日）


